
  

 

 
 
 
 

 

師走に想う「教育目標」の実践         
    校長 山下 慎一 

 
年の瀬を迎え、この一年を振り返る時期となりました。保護者の皆様におかれましては学校評価アンケートに

ご協力をいただきましてありがとうございました。いただいた評価をもとに、常に改善を図る学校として共に歩
んでまいりたいと思います。さて、明日より冬季休業となります。家族で大切な時間を過ごす機会もあろうかと
思いますが、残りの学年の仕上げに向けて、そして来るべき新しい年に向けて、改めて重点教育目標の三つの柱
を意識し、子どもたちが自身の成⾧を深めてほしいと願っています。 
 
 

令和 7 年度 重点教育目標 『 自ら学び 高め合い 挑戦する生徒の育成 』 

 
 
【 三つの柱を見つめ直す冬 】 
1. 「自ら学び」を深める時間へ 

冬休みは、これまでの学習内容を総括する大切な時期です。「自ら学び」とは、単に与えられた課題をこなすこ
とではありません。 

◆自分がどこまで理解できていて、どこがまだ曖昧なのかを自分で分析する力 
◆疑問点をそのままにせず、自力で、あるいは誰かに質問して解決しようとする主体性 

冬休みという時間を使い、弱点の克服や、興味関心を広げる読書など、「知的好奇心」を満たす学びの時間にし
てほしいと思います。 
 
2. 「高め合い」の温かい交流 

寒さが本格化する中でも、学校では、互いを思いやる温かい交流が繰り広げられています。「高め合い」は、学
級活動や委員会活動、部活動など、集団生活のあらゆる場面で発揮される力です。 

対話を通じて多様な価値観を認め、友人の成功を心から喜び、困っている仲間には迷わず手を差し伸べる。こ
の「高め合い」の精神こそが、子どもたちの心を豊かにし、より良い集団を作り上げる源となります。年末年始
は、家族や地域の人々との交流を通じて、この共感性をさらに磨いてほしいと思います。 
 
3. 次の舞台に向けて「挑戦」を継続する 

３年生は受験という大きな挑戦に向けて、１・２年生は次の学年へと、それぞれ目標を定めて進んでいます。
目標達成に必要なのは、最初の一歩を踏み出す勇気だけでなく、困難に直面したときに諦めずに努力を続ける「挑

戦」の継続です。新しい年へ向けた具体的な行動計画を立てるのが、この時期の大切な役割となります。 
 
【 感謝を込めて新たな年へ 】 

保護者の皆様、地域の皆様におかれましては、教育目標の実現に向けた本校の活動に対し、一年を通して多大
なるご支援を賜り、心より感謝申し上げます。子どもたちが、この冬、心身ともに充実した生活を送り、新しい
年を力強く迎えられるよう、年明けからも引き続き指導に努めてまいります。 

皆様にとって、幸多き新年となりますよう心からお祈り申し上げます。 
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スキー授業②（５，６校時）　　

定例教頭会議

　　　　

スキー授業①（５，６校時）　　

火曜日課（6時間授業）

定例全校集会　　

英語検定

学校経営訪問

水曜日課（５時間授業）

30 金

31 土
　　

28 水

29 木

分掌部会　　　　

　　

生徒会委員会（５校時の時間帯）　　

26 月

27 火

　　　　

　　

定例校長会議

25 日

22 木

23 金

21 水

　　　　

参観日　　

24 土

生徒会交流会実行委員会

　　

19 月

20 火

17 土

18 日

13 火

16 金

14 水

15 木

11 日

12 月

9 金

10 土

7 水

8 木

5 月

6 火

3 土

4 日

2 金

正月

１月行事 下校S.B.
給
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部
活
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日 曜

 


